
トレーニングの方法（練習パターン：word&sentence)

タイピングについて

　■正確に打っているのにキーが反応しないときは入力モードを確認してください。日本語入力モードになっている
　　と正しく認識できません。

　　＜解除の方法＞
　　Windows ・・・ 「Altキー」を押しながら、「半角/全角」キーを押して下さい。
　　Macintosh・・・「コマンドキー」を押しながら、「スペースキー」を押して下さい。

　■反復タイピング
　　正しく入力して、Enter（Return)キーを1回だけ押すとスペルがグレーに変わります。
　　
　　グレー表示の状態でもう一度入力し、Enter（Return)キーを1回だけ押すを繰り返すと何回でも練習できます。

 

　●センテンスはスペース、「 . 」（ピリオド）、「？」も打ってください。
　●did'ntの「 ' 」や  " Excuse me, where's the bathroom? " の「 , 」や「 " 」は自動で表示します。
   ●大文字は正確に打つ必要はありません。小文字で打っても大文字で表示し、正解として認識します。
　　　（例） I've finished making Japanese sushi. の「 I 」は「 i 」で打っても判別します。

対話進捗について
　
　練習パターン：dialogue はセンテンスの入力回数を★で表示します。
　

word(ワード）練習でのタイプミスの回数、ヒン
トボタンやナレーションボタンのクリックの有無
で単語の「知ってる」、「知らない」を評価して
います。sentence(センテンス)練習では判定して
いません。センテンス練習では、聴き取りと意味
をイメージ（日本語に翻訳しないで意味がわかる
ように）することに集中して下さい。

■ トレーニング
　  練習をすぐ始めたいときはここをクリックします。

■ 利用の手引き　 
　 はじめて利用する時はここからクリックしてください。
　 効果的なトレーニングのコツを説明しています。

えいご漬け＋対話 の使い方

テーマの中には複数の会話シーン
があります。トレーニングしたい
シーンを選んでクリックしてくだ
さい。また、TOTALをクリックす
るとすべてのシーンがトレーニン
グの対象になります。

練習パターンを選んでトレーニングボタンをクリックします。

トレーニングをはじめる
（音声をインストールしていない場合は、えいご漬け+対話のCD-ROMをドライブに入れてください。）

トレーニングをクリックします。

起動すると以下の画面が表示されます。

練習したいテーマをクリックします。

表示された単語の意味を見て、ス
ペルをタイプしてください。正し
く入力できると改行マークが出て
発音します。特訓モードになると
最低2回以上スペルをタイプしな
いと次に進めません。

前の単語を使ったセンテンスが発
音されます。聴き取ってセンテン
スを入力してください。間違って
いると先に進みません。
Enterキーを押すと何度でも発音
します。どうしても聴き取れない
ときはヒントボタンをクリックし
て、正しく入力し直してください。

センテンスをタイプし終えると、
構造（S/V/O/C)を色分けして表
示します。
＊5文型（SVOC）を参考にした
　意味の固まりで文の構造を分け
　ています。
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同じセンテンスを何度も繰り返しディクテーションしてください。聴き取りに慣れてきたら日本語意味を非表示（設定で変更できま
す）にしてディクテーションし、頭の中で日本語に訳さないで、英語のままで意味やニュアンスをイメージするように意識してくだ
さい。

発音を真似て声に出すと効果的です。

聴き取れるようになってきたら、一回聴いただけで全文を聴き取るように心掛けてください。

ダイアローグ（対話文）は、はじめは発音のスピード、文の長さに圧倒されるかもしれませんが、ディクテーションしたり、文の構
造を見ながら聴き取る、全体を通して聴くなどのトレーニングをじっくりと何度でも繰り返してください。ジワジワと染み込んできます。

効果的な練習のポイント！
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トレーニングの方法（練習パターン：dialogue)

対話文を連続して再生します。

1

キーを押すとディクテーションモ
ードに切り替わります。センテン
スをタイプし終えると、構造を色
分けして表示します。

2

連続再生モードに戻したい場合は、
連続ボタンをクリックします。

クリックすると
該当する文にジ
ャンプします。

長い文は、聴き取りやすいよ
うに音声を分割しています。
ディクテーション中は、分割
されている文の途中でEnter
(Return)キーを押すと、分割
した部分だけを発音します。
すべて文を打ち終わると、頭
から最後までを通して発音し
ます。

トレーニング画面の説明

（1）

（2）  （3）　 （4）  （5）(6) (7)

(8)

(1) 品詞
　　単語の品詞です。
(2) バックボタン
　　ひとつ前の画面に戻ります。
(3) 設定
　　タイプ音の選択や日本語意味の表示・非表示の設定ができます。
(4) スキップボタン
　　出題の単語やセンテンスをスキップしたり、戻します。
(5) ヒント
　　発音を聴いても分からない場合はこのボタンをクリックします。
(6) ナレーション
　　クリックすると発音します。
(7) クイットボタン
　　ソフトを終了します。
(8) goodバー
　　タイプミス、ヒントボタンやナレーションボタンを押すとポイントが減ります。
　　赤になると、知らない単語として判定します。

＊(4),(5),(6)はショートカットキーも使えます。
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＜練習パターン＞
word&sentence・・・ 単語＋その単語を使ったセンテンス
word・・・・・・・・・単語のみ
sentence・・・・・・  センテンスのみ
dialogue・・・・・・・ 対話文

 その他
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トレーニング画面
　　1回～4回・・・★
　　5回～9回・・・★★
　　10回以上・・・★★★

バンド画面
対話進捗は★の数をセンテンス数で割った値をピンク色で
表示しています。


